




本研究において,双胎児の発達の遅れが随所で明確となった。①首すわり(男:p〈0.001,女

p<0.05),②ひとり座り(男:p＜O.01,女 p<0,001)では,男女ともに有意に遅れを認め,③ひ

とり歩き(p<0.001),④排尿(p〈0.001),⑤意味のある言葉(p<0.001)については,男児に有意

の遅れ,女児にもその傾向を認めた。⑥離乳完了(p〈0.05)に関しては,女児に有意の遅れを

認めたが,男児にはその傾向は認められなかった。⑦生歯時期については,単胎群との間に

差は認められなかった。 


